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現在もこれからも，学校教育に求められることは，教育課程において「生きる力」を育むことであり，その核

となることは，よい授業を実践することであると考える。 

また，学習指導要領に明記されているように，数学の授業は「数学的活動を通して」指導していくことが求め

られている。 

そこで，「数学的活動を通した指導を具現化するにはどうすればいいか？」という課題意識のもと，数学の授業

づくりについて，汎用性のある方法を研究している。 

１年目の前期は「生徒はどのように数学を理解していくのか？」という点に着目し，調査・研究を行った。そ

の結果，私の今までの授業では，問題を解くこと（直観的思考）ばかりに焦点を当てていて，なぜそう考えたか、

考えたことからどんなことが言えるか（反省的思考）や，問題の文脈から離れるとどんなことが言えるか（分析

的思考）といった思考を促すことが足りていないことに気づくことができた。そこで，授業において生徒に反省

的思考や分析的思考を促すような働きかけを行ったところ，授業者の説明ではなく，生徒の活動によって学びが

展開することができるようになった。 

１年次の後期は，「生徒が課題をもつにはどうすればいいのか？」「生徒が自力解決に取り組むにはどうすれば

いいのか？」ということに焦点を当て，調査・研究を行った。その結果，①生徒が課題をもつには，生徒が困難

さに直面することが大切であること，②自力解決に必要な見通しは個によって異なること，③自力解決ができな

かった生徒は級友の発表を聞いても理解に至らないことが見えてきた。 

 

以下，前期・後期の発表のポスターを掲載します。ご覧ください。 

 

 



 


